
１　調査方法
（１）　調査地域 ：  長野県全域
（２）　調査対象者 ：  県政モニター（県内在住の２０歳以上の男女）

　 １，２０４人（無作為抽出１，１０８人、公募９６人）
　(現在の県政モニターは平成26年７月から登録）

（３）　調査方法 ：  郵送又はインターネット
（４）　調査期間 ：  平成２７年５月２９日（金）～平成２７年６月１１日（木）

２　調査内容
次の３項目について２１問を設定
（１）　人権に関する意識について
（２）　自然公園について
（３）　統一地方選挙における選挙啓発について

３　回収状況
回収数　８４１人　（回収率 ６９．９％）

【男女別と年代別】

※　割合（％）はすべて、総数（n=841）に対する割合

【地域別】

　 県政モニターの皆様に対して、県政運営の参考とするために下記のとおりアンケート調査を行いました。
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「平成2７年度 第１回県政モニターアンケート調査」
調査結果（概要）

平成27年(2015年)８月５日

長野県 企画振興部広報県民課 県民の声係
（課長）藤森 茂晴

（担当）堀田浩幸、小市 晃、杉浦 糧
電 話：026-235-7110（直通）

026-232-0111（内線2267）
ＦＡＸ：026-235-7026
E-mail koho@pref.nagano.lg.jp

回答者の内訳
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■「長野県は人権を尊重する意識が定着した住みよい県だと思う」と「少しそう思う」を合わせて５割超

①「そう思う」 18.2 ％
②「少しそう思う」 36.3 ％
③「そうは思わない」 6.4 ％
④「どちらともいえない」 38.1 ％
⑤ 無回答 1.1 ％

（単数回答）

■「障がい者に関すること」が４割超、次いで「女性に関すること」、「高齢者に関すること」が３割超

１ 人権に関する意識について

44.5

35.1

34.7

26.5

25.6

23.8

23.1

17.2

15.0

9.6

8.8

6.8

6.8

6.5

6.2

6.1

5.2

4.5

4.4

4.3

2.0

1.2

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障がい者

女性

高齢者

インターネットによる人権侵害

子ども

プライバシー保護

同和問題

外国人

特にない

刑を終えて出所した人

犯罪被害者等

ＨＩＶ感染者

性的指向

北朝鮮拉致被害

東日本大震災に伴う人権侵害

性同一性障がい者

中国帰国者

ホームレス

ハンセン病患者・元患者

人身取引

死刑制度

アイヌの人々

その他

（複数回答）

問１ 人権を尊重する意識の定着について

問２ 長野県で起きていると思う人権問題
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問３ 自然公園等の認知度

■「国立公園」が約９割、「国定公園」が７割超、「県立自然公園」が５割弱

①「国立公園」 87.5 ％
②「国定公園」 75.7 ％
③「県立自然公園」 47.3 ％
④「ジオパーク」 47.1 ％
⑤「県自然環境保全地域」 32.7 ％
⑥「ユネスコエコパーク」 19.5 ％
⑦「県郷土環境保全地域」 17.0 ％
⑧「わからない」 3.4 ％
⑨「全てきいたことがない」 1.9 ％

（複数回答）

2 自然公園について

問４ 自然公園等で関心のある所

■「国立公園」が４割を超え、「県立自然公園」が約４割、「国定公園」が３割超

問５ 県立自然公園の利用度

■「行ったことがある」と「行ったことがないが、行ってみたい」を合わせて７割弱

①「行ったことがある」 51.5 ％
②「行ったことがないが、行ってみたい」 15.9 ％
③「行ったことがない」 27.1 ％
④「わからない」 4.4 ％
⑤ 無回答 1.1 ％

（単数回答）

問６ 各県立自然公園の利用度

■「中央アルプス県立公園」が７割弱、「聖山高原県立公園」と「御岳県立公園」が約５割

①「中央アルプス県立公園」 66.7 ％
②「聖高原県立公園」 48.7 ％
③「御岳県立公園」 48.1 ％
④「三峰川水系県立公園」 45.5 ％
⑤「塩嶺王城県立公園」 33.0 ％
⑥「天竜小渋水系県立公園」 30.5 ％

（複数回答）

①「国立公園」 45.5 ％
②「県立自然公園」 38.0 ％
③「国定公園」 35.9 ％
④「ジオパーク」 30.3 ％
⑤「県郷土環境保全地域」 29.0 ％
⑥「県自然環境保全地域」 26.6 ％
⑦「ユネスコエコパーク」 25.3 ％
⑧「行きたいところがない」 6.5 ％
⑨「わからない」 8.4 ％

（複数回答）

（問５で「いったことがある」又は「行ってみたいと」と回答した方）
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問16 国や地方の政治に対する関心

■「非常に関心を持っている」、「多少は関心をもっている」が合わせて９割

① 「非常に関心を持っている」 32.0 ％

② 「多少は関心を持っている」 58.0 ％
③ 「あまり関心を持っていない」 7.7 ％
④ 「全く関心を持っていない」 1.0 ％

（単数回答）

問17 ４月１２日執行県議会議員選挙への投票参加

■「投票した」は約７割、「投票しなかった」は約１割

① 投票した 70.4 ％
② 投票しなかった 12.5 ％

③ 無投票だった 16.6 ％
（単数回答）

問18 投票しなかった理由

■「候補者の人物像や政策などが、よくわからなかったから」が約４割、「仕事や用事があったか

ら」、「適当な候補者がいなかったから」がそれぞれ約３割

① 「候補者の人物像や政策などが、よくわからなかったから」 41.9 ％
② 「仕事や用事があったから」 31.4 ％
③ 「適当な候補者がいなかったから」 31.4 ％

ほか（複数回答）

３ 統一地方選挙における選挙啓発について

（問17で「投票をしなかった」と回答した方）

問19 選挙が行われることの認識手段

■「テレビ・ラジオの報道」が約８割、「新聞報道」が７割超、「ポスター掲示場に貼られた候補者の

ポスター」が約５割

① 「テレビ・ラジオの報道」 82.4 ％
② 「新聞報道」 75.4 ％
③ 「ポスター掲示場に貼られた候補者のポスター」 48.8 ％
④ 「候補者の選挙運動を見聞きして」 38.2 ％
⑤ 「選挙公報」 37.0 ％
⑥ 「選挙管理委員会が行う啓発」 29.3 ％

ほか（複数回答）

■家庭での子育ての「経験あり」が９割弱■「気持ちに余裕がないとき」が約５割■「相談した」が４割超■「夫や妻」、「夫や妻以外の家族や親族」がそれぞれ約７割■「どのような相談先があるのか周知すること」が４割超■「通告・相談先を含めて、通告の義務があることを知っていた」が約４割■「子どもの親（保護者）が腹を立て、虐待がますますひどくなるのではないか」が約５割■「日常的に子どもと関わる機関が的確に子どもの状況を把握すること」が約３割■テレビコマーシャルの認知度が約６割■「児童虐待が社会的に重要な問題だということを理解した」が約７割■原因：社会環境や経済環境の変化による負担の増大やゆとりの喪失■「変化があった」が４割超■「子どもに『あんたなんか、生まれてこなければよかった』とたびたび言うこと」が８割超■「自分自身で解決すべきことだと思ったから」が７割弱⇒ 解決策：子育て世代（世帯）の負担やストレスの軽減■「環境保全活動」が約７割■「観光(利用者として)」が６割弱■「オーバーユース(登山者の増加に伴う植物への影響やゴミ問題等)」が５割超■「賛成」と「条件付きで賛成」を合わせて７割超■「５月」が３割超で最も多く、次いで「７月」が２割超■「山の日」が２割超で最も多く、次いで「信州（の）山の日」が約２割

問８ 県立自然公園に行く際に必要な情報

■「自然の美しい景色が見られる場所についての情報」が約７割、「自然公園までの交通に関する情

報」が約６割

①「自然の美しい景色が見られる場所についての情報」 67.8 ％

②「自然公園までの交通に関する情報」 57.9 ％

③「遊歩道やハイキングコースなどに関する情報」 45.8 ％

ほか（複数回答）

問９ 県立自然公園の印象

■「優れた自然景観を守るための地域」が約７割、「貴重な動植物の生息地を保護する地域」が約６割

①「優れた自然景観を守るための地域」 70.2 ％

②「貴重な動植物の生息地を保護する地域」 58.1 ％

③「トレッキング、キャンプなど野外レクリエーション、自然とのふれいの場として活用

する地域」 35.1 ％

ほか（複数回答）

問10 県立自然公園の今後のあり方

■「自然保護をしたり、自然公園利用者に適切な利用を呼び掛けるボランティアを養成し、増やすべ

き」と「自然との調和を図りつつ、ある程度の観光開発も行うべき」が約４割

①「自然保護をしたり、自然公園利用者に適切な利用を呼び掛けるボランティアを養成し、

増やすべき」 38.4 ％
②「自然との調和を図りつつ、ある程度の観光開発も行うべき」 37.5 ％
③「自然を守るために、これ以上の観光開発車道、ホテル、スキー場など）を 防止すべき」

35.9 ％
ほか（複数回答）

問７ 県立自然公園の利用方法

■「自然の風景を楽しみながら自然散策」が約８割、「登山、ハイキング、森林浴など」が約５割

①「自然の風景を楽しみながら自然散策」 79.7 ％
②「登山、ハイキング、森林浴など」 51.7 ％
③「日常からの解放」 27.5 ％

ほか（複数回答）

問11 県立自然公園への訪問者を増やすための方策

■「広報媒体により県立自然公園の情報を発信する」が約８割

①「広報媒体（インターネット、広報誌など）により県立自然公園の情報を発信する」

79.1 ％
②「それぞれの県立自然公園の案内のパンフレット、ガイドブック等を作成してＰＲする」

48.4 ％
③「県立自然公園の保護に関する部分と利用ができる部分が分かる地図を作成する」

34.4 ％
ほか（複数回答）

（問５で「いったことがある」又は「行ってみたいと」と回答した方）
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問21 投票率向上の取組

■「学校教育で政治や選挙に関する教育を充実する」が５割超、「国、県、市町村が選挙の意義や

重要性について、もっと積極的にＰＲする」が約５割、「投票所を駅やショッピングセンターなど、もっ

と行きやすい場所に設置する」が約４割

① 「学校教育で政治や選挙に関する教育を充実する」 55.5 ％
② 「国、県、市町村が選挙の意義や重要性について、もっと積極的にＰＲする」

48.3 ％
③ 「投票所を駅やショッピングセンターなど、もっと行きやすい場所に設置する」

40.7 ％
④ 「インターネットなどを利用して投票所に行かなくても投票できるようにする」

30.4 ％
⑤ 「若者グループや民間団体が主体となって投票参加の呼びかけを行う」

20.6 ％
ほか（複数回答）

■家庭での子育ての「経験あり」が９割弱■「気持ちに余裕がないとき」が約５割■「相談した」が４割超■「夫や妻」、「夫や妻以外の家族や親族」がそれぞれ約７割■「どのような相談先があるのか周知すること」が４割超■「通告・相談先を含めて、通告の義務があることを知っていた」が約４割■「子どもの親（保護者）が腹を立て、虐待がますますひどくなるのではないか」が約５割■「日常的に子どもと関わる機関が的確に子どもの状況を把握すること」が約３割■テレビコマーシャルの認知度が約６割■「児童虐待が社会的に重要な問題だということを理解した」が約７割■原因：社会環境や経済環境の変化による負担の増大やゆとりの喪失■「変化があった」が４割超■「子どもに『あんたなんか、生まれてこなければよかった』とたびたび言うこと」が８割超■「自分自身で解決すべきことだと思ったから」が７割弱⇒ 解決策：子育て世代（世帯）の負担やストレスの軽減■「環境保全活動」が約７割■「観光(利用者として)」が６割弱■「オーバーユース(登山者の増加に伴う植物への影響やゴミ問題等)」が５割超■「賛成」と「条件付きで賛成」を合わせて７割超■「５月」が３割超で最も多く、次いで「７月」が２割超■「山の日」が２割超で最も多く、次いで「信州（の）山の日」が約２割

問12 自然公園内の適正利用を推進するためのルールづくり（好ましくない行為）

■「野生動物への餌やり」が約８割、「トイレ以外での排泄（トイレットペーパーの使用）」と「石などの持

ち帰りや動植物の採取」が約７割

①「野生動物への餌やり」 79.5 ％

②「トイレ以外での排泄（トイレットペーパーの使用）」 68.8 ％

③「石などの持ち帰りや動植物の採取」 67.7 ％

ほか（複数回答）

問13 自然公園内の登山道の整備支援に関すること

■ 「登山道は利用するための最低限の整備がよい」が８割弱、「トイレの整備」と「案内板などの標識の

整備」が約７割

①「登山道は利用するための最低限の整備が良い」 76.2 ％
②「トイレの整備」 69.1 ％
③「案内板などの標識の整備」 68.0 ％

ほか（複数回答）

問14 「生物多様性」の言葉の意味の認知度

■「言葉の意味を知っている」と「意味は知らないが、言葉は聞いたことがある」を合わせて約７割

①「言葉の意味を知っている」 27.8 ％
②「意味は知らないが、言葉は聞いたことがある」 44.2 ％
③「聞いたこともない」 20.2 ％
④「わからない」 6.4 ％
⑤ 無回答 1.3 ％

（単数回答）

問15 生物多様性の保全のための取組について

■「人間の生活がある程度制約されても、多種多様な生物が生息できる環境の保全を優先する」が約５

割

①「人間の生活がある程度制約されても、多種多様な生物が生息できる環境の保全を優先する」

47.8 ％
②「人間の生活が制約されない程度に、多種多様な生物が生息できる環境の保全を進める」

45.8 ％
③「人間の生活の豊かさや便利さを確保するためには、多種多様な生物が生息できる環境が

失われてもやむを得ない」 1.4 ％

④「その他]                                                    1.7 ％
⑤「わからない」 2.4 ％
⑥ 無回答 1.0 ％

（単数回答）
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問16 国や地方の政治に対する関心

■「非常に関心を持っている」、「多少は関心をもっている」を合わせて９割

① 「非常に関心を持っている」 32.0 ％

② 「多少は関心を持っている」 58.0 ％
③ 「あまり関心を持っていない」 7.7 ％
④ 「全く関心を持っていない」 1.0 ％

（単数回答）

問17 ４月１２日執行県議会議員選挙への投票参加

■「投票した」は約７割、「投票しなかった」は約１割

① 投票した 70.4 ％
② 投票しなかった 12.5 ％

③ 無投票だった 16.6 ％
（単数回答）

問18 投票しなかった理由

■「候補者の人物像や政策などが、よくわからなかったから」が約４割、「仕事や用事があったか

ら」、「適当な候補者がいなかったから」がそれぞれ約３割

① 「候補者の人物像や政策などが、よくわからなかったから」 41.9 ％
② 「仕事や用事があったから」 31.4 ％
③ 「適当な候補者がいなかったから」 31.4 ％

ほか（複数回答）

３ 統一地方選挙における選挙啓発について

（問17で「投票をしなかった」と回答した方）

問19 選挙が行われることの認識手段

■「テレビ・ラジオの報道」が約８割、「新聞報道」が７割超、「ポスター掲示場に貼られた候補者の

ポスター」が約５割

① 「テレビ・ラジオの報道」 82.4 ％
② 「新聞報道」 75.4 ％
③ 「ポスター掲示場に貼られた候補者のポスター」 48.8 ％
④ 「候補者の選挙運動を見聞きして」 38.2 ％
⑤ 「選挙公報」 37.0 ％
⑥ 「選挙管理委員会が行う啓発」 29.3 ％

ほか（複数回答）

問20 県や市町村が行った選挙啓発の認知度

■「テレビ・ラジオＣＭ」が約７割、「県や市町村の広報誌等」が５割超、「広報車による呼びかけ」が

４割超

① 「テレビ・ラジオＣＭ」 68.3 ％
② 「県や市町村の広報誌等」 53.2 ％
③ 「広報車による呼びかけ」 44.8 ％
④ 「啓発ポスター」 43.0 ％
⑤ 「県や市町村庁舎等での、たれ幕やのぼり旗」 21.1 ％

ほか（複数回答）

－ 6 －



問21 投票率向上の取組

■「学校教育で政治や選挙に関する教育を充実する」が５割超、「国、県、市町村が選挙の意義や

重要性について、もっと積極的にＰＲする」が約５割、「投票所を駅やショッピングセンターなど、もっ

と行きやすい場所に設置する」が約４割

① 「学校教育で政治や選挙に関する教育を充実する」 55.5 ％
② 「国、県、市町村が選挙の意義や重要性について、もっと積極的にＰＲする」

48.3 ％
③ 「投票所を駅やショッピングセンターなど、もっと行きやすい場所に設置する」

40.7 ％
④ 「インターネットなどを利用して投票所に行かなくても投票できるようにする」

30.4 ％
⑤ 「若者グループや民間団体が主体となって投票参加の呼びかけを行う」

20.6 ％
ほか（複数回答）

－ 7 －


